
１　景観論・「景観」の見方→目

２　風景論・「風景」の考え方→頭

３　風景デザイン論・「風景」の創り方→手･全身

進士他

『風景デザイン――

感性とボランティアのまちづくり』

学芸出版社　1999年

感性：ものの価値に気づく感覚･能力

ボランティア：自己実現と社会貢献



歩き方と景観 身体運動と景観
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歩行速度

「そぞろ歩き」　0.8ｍ/秒以下

　　　　　　（レジャーウォーク）

「ながめ歩き」　0.8～1.2ｍ/秒

「リズム歩き」　1.2～1.7ｍ/秒

これ以上早い歩き方は「小走り」

スローフード
スローライフ
スローなまちづくり
これからはスローの時代

自然の美しさに気づくのは人の心
(感性)である
感性：ものの価値に気づく感覚･能力



八景式風景観＝五感・全身で味あう
　　　　　　　トータル･ランドスケープ
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日本三景
近江八景
天龍寺十景
本朝十二景
かながわ景勝五十選
せたがや百景
新日本百景
東京千景

上２字　地名･場所名
下２字　時間･季節･動植物･気象･風物･情景



西湖十景のできるまで
①洪水対策＝築堤
②交通対策＝両岸を直結するバイパス
③内水面漁業対策＝アーチ橋の架橋で舟運の確保
④緑化対策＝楊柳を列植
⑤景観対策＝造景･修景で詩題･画題の名所をつくる
　景観建築として塔や院を景観ポイントに→西湖十景
⑥日本各地の名園･名所のモデルとなる（広島縮景園、福岡大濠公園など）

蘇堤春曉　断橋残雪
三潭印月　南屏晩鐘
雷峯夕照　曲院風荷
柳浪聞鶯　花港観魚
平湖秋月　双峯挿雲

公共事業を工夫して風景名所（ブランド風景）づくりを目指す

（中国杭州西湖十景ー八景式風景観）



蘇堤春曉　断橋残雪
三潭印月　南屏晩鐘
雷峯夕照　曲院風荷
柳浪聞鶯　花港観魚
平湖秋月　双峯挿雲






